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P－5．医療用RI使用者の立場からみた規制と安　　P－6．短寿命核種時代におけるその安全使用と問

　　　全使用について　　　　　　　　　　　　　　　　　題点

川立がんセンター第三放射線科　　小山田口吉丸

　RIを毎日診療に使用している者の立場にたっても，

規制のないRI使用は考えられない，しかしその規制が

非現実的で，RI使用の現状と合わない場合には大きな

問題となる，特に現在，実地診療の場での混乱が大きく

なっているのは，現行の規制に一考を要する点があるこ

とによると思われ，私はあえてこの問題について述べて

みたい．

　それはRI診療施設を作る時の換気，排水計算からRI

を投与した患者の取扱い，更には廃棄物の処理に至るま

てすべての点にいろいろな問題を指摘することができ

る．

　たとえば排気計算にしても，実際に蒸散する率をどの

あたりに設定するかで設備にかける投資額が大幅に変わ

i ・てくるが，短半減期を主体としたin　vivo　RI診断の

場合には慣例的に行なわれている場合の計算方法を大幅

に変更してもよいとさえ考えられる．しかしその反面，

術者のヒバク防護という点については自主的に充分な管

理を行なう必要があることは1i渦をまたないし，施設によ

っては人員の問題にも考慮を払う必要がある．

　RI投与患者の取扱いについても多くの問題が指摘さ

れ，特に非密封RI治療については現場ではどうしよう

もない状態に追い込まれている．また，RI廃棄物にし

ても，毎日出てくるディスポーザブルの注射器は殆んど

が‘卜減期の短い99mTcで汚染したものであるにも拘らず

いつまでも保管廃棄施設に貯え，1311あるいは他の中程

度り寿命のRIによって汚染されたものと同等に扱って

いるため，保管廃棄施設にあふれている現状は早急に改

；辱されなければならない．特に液体シンチレータの廃棄

にi大変な困難をともない，防災上からも看過できな

い，

　二れらの点は使用者側と規制する側との相互理解をす

すめることによって前向きに改善されるものと考えられ

る，

東京大学放射線科 町田喜久雄

　医療において用いられる短寿命核種は，患者の被曝線

量を減らすこと，大量に用い得ることから臨床的に有用

なイメージを作ることができること，反復使用が可能な

ことなどから，近時その使用量は著明に増加している．

　・方わが国においても，医用サイクロトロンの稼動開

始にともなって，いわゆる超短寿命核種も使用が考えら

れている．

　これにともなって，いくつかの考慮すべき問題点が生

じつつある．

　たとえば患者被曝線量を減少させるが，他方では，そ

れを製造する人，医薬品化する人，医師・看護婦・技師

などの医療従事者の被曝を増加させる危険がある．

　またこれらの短寿命核種には，新しいものが多く，実

際使用にあたって，不合理な面も生じつつある．

　これらについて触れるとともに，安全な使用について

は，十分な施設と人員の必要性を強調したい。
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